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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

・レストランのワックス掛け終了しています。

・今週9月29日(木)　病棟の環境（照明器具やハード面）点検を行ないます。事前情報あれば

　報告して下さい。

・院内歯科　13名受診します。

・12月13日　13：00より精神病院実施指導がはいります。4月分からのカルテを点検するそうです。書類準備表とチェックポイント（昨年度のものも参考に）を事前にお知らせします。

・南Ｄユニットへ50インチのテレビ設置予定となっています。

・レストランの椅子の色をそろえています。テーブルにある調味料の跡等無い様に清潔にして

　おく事が必要になります。

・10月1日　准看護師1名、看護師1名が入職となります。アルバイト2名も西・南病棟で、

　金曜日・土曜日の準夜勤にはいります。

・本日　診療検討会あり、司会・記録・運営は診療課で分担し実施します。プレゼンテーション

　看護が行ないます。

・9月29日（木）19：00より4病院合同研修会（法人研修）ＷＩＺで事前に出欠入力して下さい。

　18：30には委員がいるので、アンケートをもらい研修後アンケートを提出していく形になり

　ます。

・11月3日　学術にむけて発表書式検討中です。特別講演は「障害者を取り巻く環境」と題して

　講演していただきます。

・経管栄養ガートルを消毒する容器を東・南病棟へ2個づつ常備します。スクワイザー、モップ

　など破損、汚いものは病棟で処理してください。

・病棟配属のＰＳＷの目的・方針→ＳＷとしての基本にもどる。

　　　　　　　　　　　　　　　患者様中心の関わり、患者様を知る、ｓｗが患者様から見て

　　　　　　　　　　　　　　　一番身近な存在と感じられる。

・各部署のパソコンの点検状況はどうなのかを電算化委員会より報告予定となっています。

・症例検討会終了後、ＰＥＧ、栄養管理の話し合いがあります。

＜事故報告書の提出について＞

・なぜ、提出するものなのか？→同じ内容、類似した事故の再発を防ぐ。

・なぜ、起きてしまったのか分析する。これ以上防げなかったと思えるくらいのかかわりが出来ているのか？

・実施した事が、記録に書かれているのか？→記録になければ実践の証明にはならない。

・当事者だけの問題ではない。チーム全体が1つの事故及びケースを自分たちの事として

　考える事が出来ているか？

・相手に伝わる記録になっているのか？

＜新入院患者様について＞

・菅原　典克様～（36才）　主治医　川端Ｄｒ　　　ＰＳＷ　柳澤　　

　　　　　　　　　前回アルコール依存症治療目的の為、平成１７年６月2日～6月13日まで慢性期療養病棟西ユニットへ入院。前回の入院では、アルコールプログラムの導入・点滴療法が行なわれていた。プログラムの拒否はないものの、疾病への理解・必要性については理解が薄い発言が聞かれていた。その後、本人様より退院の希望がでた為同年６月13日退院となっている。退院後は、当院の外来は通院せずさくら病院で処方された薬を内服していた。退院後５日後より飲酒をはじめ、焼酎約2.7Ｌをコップにつぐことなく３～７日で1本のペースで飲酒をしていた。飲酒後は突然泣き出したり、怒り出すなどされ感情の起伏が見られていた。同年８月上旬、本人様の起こした交通事故の罰金を払いにいかれるが酒臭があるということで治療後支払いに来るように勧められた。本日本人様の希望で、東Ｄユニットへ任意入院となる。

　　　　　　　　　入院時は、顔面紅潮があり夕方からは37.6度の発熱出現。離脱症状の観察・睡眠・食事摂取状態に注意していきましょう。













